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	このプロジェクトは、2019年7月22日に締結した「国立大学法人信州大学とNEXCO中日本の包括的連携に関する協定」に基づき、“地域の魅力を発信し、観光振興や地域社会の活性化へつなげる活動”として、大町市のご当地うどん「おざんざ」の復活を目指したものです。
	信州大学、NEXCO中日本グループのほかに、梓川SA（上り）を運営するアルピコ交通株式会社と、その協力者として株式会社クルークダイニング（長野県安曇野市）、有限会社あづみ野食品（長野県安曇野市）、株式会社丸正醸造（長野県松本市）、有限会社池田商店（長野県上水内郡信濃町）の地元企業4社が参画しています。
	地元企業が麺などの商品開発を進めるとともに、定期的な打ち合わせの中で、信州大学の持つノウハウを生かし、想定ターゲットやプロモーション戦略の検討も進めました。
	また、試作品が完成すると、試食会で、麺やつけダレの味のほか、店舗での商品提供をイメージした付け合わせやアレンジした食べ方などについても様々な意見交換をおこないました。
	学生から出された「信州をイメージできるようにしたい。野沢菜やおやきなどとセットにできないか」「そばと食べ比べができたら良いのではないか」「薬味として、ワサビや味噌、七味などを試したところ、味噌が良かった」などの意見は、レストランの提供メニューに反映されています。
	【役割分担】

